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は じ め に

　太田市は、北に八王子丘陵や渡良瀬川、中央やや東側に金山が

あり、南の利根川まで広がる広大な面積を有する市です。市域の

東部には東日本最大の前方後円墳である天神山古墳や、重要文化

財に指定された形象埴輪が出土した塚廻り古墳群などの著名な古

墳があります。また、市の西部を中心とした地域は中世に新田荘

として栄えました。

　本書は、平成29年度に実施した市内のさまざまな開発事業に伴

う確認調査の結果をまとめた報告書です。是非、本書を色々な場

面でご活用頂けたらと思います。

　私達は、先人の残した遺産を掘り起こし、整理・保存・活用し

てゆくことが歴史解明の一助となり、豊かで文化のかおり高い町

づくりの推進をになうものと確信しております。

　最後になりましたが、調査を実施するにあたりご指導・ご協力

をいただきました関係各位、また寒暑の中、発掘調査に参加して

いただいた方々に厚く御礼申し上げます。

　　平成31年３月

太田市教育委員会

教育長　澁　澤　啓　史 



例　　　言

１　本書は、太田市教育委員会が国宝重要文化財等保存整備費補助金と群馬県文化財保存事業費補助金を得

て実施した「市内遺跡発掘調査」の概要をまとめた報告書である。

２　確認調査は、太田市教育委員会が平成29年度に実施し、整理作業は平成30年度に実施した。

３　本書は、「市内遺跡発掘調査」によって確認調査を実施した遺跡の調査地について調査概要を掲載して

いる。

４　発掘調査の期間および組織体制は以下の通りである。

　　　期　　　間　平成29年４月７日から平成30年３月27日まで（なお、平成30年１月24日以降は、市単独

費用で確認調査を行なったものもある。）

　　　調査主体者　太田市教育委員会　教育長　澁澤啓史

　　　調査担当者　太田市教育委員会　教育部　文化財課　係長　静野勝信

　　　　　　　　　係長代理　長谷川幸男、遠坂純伸　主任　山口高志　主事　岩松大輔

　　　調査事務局　太田市教育委員会　教育部　部長　菅間健司　副部長　恩田由之

　　　　　　　　　文化財課　課長　小宮俊久　主幹　島田孝雄　係長　岡部由紀江

　　　　　　　　　係長代理　飯島真由美、今井啓泰、尾島静乃、主任　関根圭介

　　　　　　　　　主事　宮﨑航、小畠祥由　嘱託員　岩崎康之

　　　　　　　　　臨時職員　須田茂、徳永良枝、長谷川理子

５　整理作業の期間および組織体制は以下の通りである。

　　　期　　　間　平成30年５月７日から平成31年３月20日まで

　　　事業主体者　太田市教育委員会　教育長　澁澤啓史

　　　事業担当者　太田市教育委員会　教育部　文化財課　係長　静野勝信

　　　　　　　　　係長代理　長谷川幸男、遠坂純伸　主事　岩松大輔

　　　事業事務局　太田市教育委員会　教育部　部長　高橋徹　副部長　恩田由之

　　　　　　　　　文化財課　課長　小宮俊久　主幹　島田孝雄　係長　岡部由紀江

　　　　　　　　　係長代理　飯島真由美、今井啓泰、尾島静乃、関根圭介

　　　　　　　　　主事　上野優真、岩井直人、宮﨑航、小畠祥由　主任専門員　菅間健司

　　　　　　　　　臨時職員　徳永良枝、長谷川理子、依田晋二、山中勇司、本間敏夫

６　本稿の執筆・編集は静野勝信、長谷川幸男、遠坂純伸、岩松大輔が担当した。

７　本書に掲載した遺構の写真は各調査担当者が撮影した。

８　発掘調査および本書の作成にあたっては下記の方々、機関より御教示、ご協力を賜った。

　　記して感謝を表したい。

　　群馬県教育委員会文化財保護課、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

９　本書に関わる資料ならびに遺物は太田市教育委員会で保管している。

10　発掘調査ならびに整理作業に携わった作業員は下記のとおりである。

　　柿沼孝、鎌須賀伸彦、川上進、北爪勇次、北原広志、斎藤博治、佐瀬隆一、正田孝夫、山藤進、白石

孝、髙橋芳樹、田中三男、丸谷了司、山本眞夫、大坪春美、木村純子



凡　　　例

１　位置図等にベースマップとして都市計画図（太田市都市計画課　平成23年度作製）を使用した。

２　遺構測量図等に使用した北は座標北であり磁北でない。

３　確認調査全体図あるいは出土遺物実測図のスケールは各図の下端などに表示した。
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第１章 調査に至る経緯 

 平成 29 年度における各種開発事業の公共事業については、前年度（平成 28 年度）に開発部局に対

し事業照会を行ない、公共工事計画の情報入手に努めた。一方、民間開発については、事前問い合わ

せ窓口を開設し、その都度埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行なった。 

 試掘・確認調査は、文化財保存事業費国庫補助金や県費補助金を受けて「市内遺跡発掘調査」とし

て事前調査を実施し、開発事業との調整を図ることとした。また、開発範囲が狭小で通常の確認調査

の実行が不可能な場合、開発工事の中途で遺構の有無や掘削深度など確認する工事立会を実施した。 

 なお、試掘・確認調査の結果、遺構が確認され現状保存が困難な場合、記録保存のための本調査を

実施した。 
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第２章　調査の方法および経過

　太田市における各種開発事業に伴う埋蔵文化財取り扱いの調整については、次のような方法で実施した。

まず、事業照会や事前問い合わせにより開発計画の情報を得て、その開発予定地が埋蔵文化財包蔵地内であ

るかどうか太田市埋蔵文化財包蔵地図をもとに判断をした。包蔵地内にある場合、事業者に「埋蔵文化財発

掘の届出・通知」の提出を要請し、その開発内容により「慎重工事」・「工事立会」・「確認調査」の指導をし

た。

　確認調査の場合は、「確認調査依頼書兼発掘承諾書」の受理後、日程の調整をして、申請人あるいは申請

代理人の立会のもと調査を実施した。調査時には、対象となる土地の地形や形状または開発内容を考慮した

上で調査区を設定し、遺構確認面まで掘削機等で掘り下げた。遺構の有無、遺構の内容は、人力による精査

で把握した。記録は平面図・断面図等を作成するほか、35ミリカラーネガフィルムおよびデジタルカメラに

て写真撮影を行った。確認調査後は申請人あるいは申請代理人の立会のもと埋め戻しを行ない、沈下を防ぐ

ため充分に転圧をして現場を引き渡した。

　調査後の整理作業については、これらの調査によって出土した遺物の洗浄・注記・接合・実測や、図面の

修正・トレース・編集などを行ない、翌年度に報告書『市内遺跡発掘調査』の刊行を行なうこととしている。

　当市の平成29年度における事前問い合わせ件数は公共・民間あわせ合計2,377件であった。そのうち、遺

跡地内で開発行為が計画され、埋蔵文化財発掘の届出・通知が提出されたのは合計674件であった。確認調

査総数は64件で、そのうち「市内遺跡発掘調査」として国および県費補助金を得て実施した試掘・確認調査

件数は合計56件であった。なお、残り８件については市単独費用で調査を実施した。「市内遺跡発掘調査」

における開発目的の内訳は、公共事業では区画整理道路５件、産業団地造成１件、給食室１件、圃場整備１

件であった。一方、民間開発では個人住宅７件、建売住宅４件、集合住宅・賃貸住宅11件、店舗４件、認定

こども園１件、納骨堂１件、鉄塔・変電所１件、資材置場１件、太陽光発電施設２件、宅地造成10件、老人

施設３件、工場３件、駐車場３件、組合による区画整理道路等５件であった。

第３章　遺跡の位置と歴史的環境

　太田市は、北部に八王子丘陵、市域中央に金山丘陵が広がっている。八王子丘陵西側の藪塚地域には大

間々扇状地が広がり、扇状地の端部に位置する新田地域からは湧水が流れ出し、古代より生活の水脈として

利用されている。中央部には広大な平地が広がり、水田地帯が形成されている。利根川に面する南西部の尾

島地域は、旧利根川の流路にあたる部分であり、榛名山二ツ岳の噴火による噴出物の洪水堆積層によって遺

跡が覆われている。

　平成17年度に合併する以前の旧１市３町の範囲は、太田地区・藪塚地区・新田地区・尾島地区の４区域に

分けられる。平成30年４月１日現在で太田市全体としては、965遺跡が確認されており、これらを主な時代

ごと多い順に列挙すると、古墳時代が最も多く、ついで奈良・平安時代、中世、縄文時代、近世、弥生時

代、旧石器時代となっている。

　平成29年度「市内遺跡発掘調査」として実施した調査地の概要について、次ページの地図及び一覧表にま

とめた。
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　　　　　　　　　　第2図　平成29年度調査地位置図　　　　　　　　　
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表１　平成29年度 市内遺跡発掘調査 調査地一覧表（補助金対象）

№ 受付№ ID 所　在　地 遺　跡　名 開発原因 開発面積
（㎡）

調査面積
（㎡） 調査期間 調　査　結　果 備　考

１ 506 19582 飯塚町912-１ 飯塚古墳群 賃貸住宅 942 30 ８月１日 遺構　溝１、土坑２
遺物　なし 本調査なし

２ 733 20077 新田市野井町1624-１ 市野井新田遺跡 太陽光発電 1,484 70 ２月19日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

３ 793 20209 市場町686-１他 市場古墳群 集合住宅 999 60 12月５日 遺構　古墳の周堀１
遺物　埴輪片 本調査なし

４ 992 20581 市場町687-１他
市場古墳群
推定東山道駅路北
ルート

集合住宅 989 50 １月22日 遺構　古墳の周堀１
遺物　なし 本調査なし

５ 560 19691 内ケ島町815-８他 内ヶ島古墳群 店舗 4,852 60 ９月22日 遺構　溝１、ピット１
遺物　なし 本調査なし

６ 3 18636 安養寺町22-２他 FP泥流下遺跡群 貸店舗 2,494 109 ４月10日 遺構　溝１、土坑２
遺物　奈良時代の土器片 本調査なし

７ 438 19458 安養寺町32-１他 FP泥流下遺跡群 老人施設 2,799 80 10月18日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

８ 1112 20817 出塚町461-１他 FP泥流下遺跡群 宅地造成 1,715 140 ２月21日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

９ 671 19932 尾島町84-３他 FP泥流下遺跡群 集合住宅 1,041 50 10月４日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

10 553 19678 亀岡町504-１他 FP泥流下遺跡群 集合住宅 1,691 50 10月２日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

11 22 18679 亀岡町555-１ FP 泥流下遺跡群 建売住宅 1,449 100 ９月11日 遺構　住居６、土坑４、ピット30
遺物　平安時代の土器片 本調査を実施

12 17 18661 亀岡町666-１ FP 泥流下遺跡群 宅地造成 1,973 77 ４月12日～４月13日
遺構　なし
遺物　弥生～平安時代の土器片 本調査なし

13 532 19632 泉町1403-１他 延享割遺跡 宅地造成 2,140 70 １月15日 遺構　溝１
遺物　なし 本調査なし

14 37 18706 龍舞町3816-３ 賀茂遺跡 給食室 368 47 ４月17日 遺構　溝２、土坑１
遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

15 366 19303 由良町1581-１他 北之庄遺跡 太陽光発電 3,102 120 ７月４日 遺構　溝２、土坑２、ピット７
遺物　奈良・平安時代の土器片 本調査なし

16 94 18803 由良町1598-３他 北之庄遺跡 建売住宅 2,011 50 12月６日 遺構　溝１
遺物　なし 本調査なし

17 503 19577 由良町1829-３他 狐森古墳群 認定こども
園 1,759 60 10月31日 遺構　なし

遺物　なし 本調査なし

18 90 18796 下田島町地内 下田島遺跡 区画整理 1,995 180 ４月26日～４月27日
遺構　古墳の周堀１、土坑１
遺物　縄文時代の土器片 本調査なし

19 611 19794 下田島町地内 下田島遺跡 区画整理 936 240 11月９日～11月10日
遺構　宝泉村38号墳の周堀、溝２
遺物　埴輪片 本調査を実施

20 357 19288 下田島町1031-20他 下田島遺跡 建売住宅 1,567 180 10月13日～10月14日
遺構　古墳３、溝１
遺物　古墳時代の土器片・埴輪片 本調査を実施

21 865 20360 下田島町1073-15 下田島遺跡 個人住宅 237 12 12月８日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

22 129 18861 新道町105-37の一部 下原遺跡 集合住宅 962 50 ６月15日 遺構　住居１、溝１、土坑１、ピット２
遺物　平安時代の土器片 本調査を実施

23 556 19685 新道町105-41 下原遺跡 集合住宅 977 98 ８月30日 遺構　住居５、溝１
遺物　奈良・平安時代の土器片 本調査を実施

24 18 18666 新野町852-１他 下原遺跡 老人施設 3,646 145 ９月19日～９月20日
遺構　溝３、土坑１
遺物　奈良時代・近世の土器片 本調査なし

25 448 19471 新田木崎町222-２他 神明塚古墳 工場 250 6 10月18日 遺構　古墳１
遺物　古墳時代の土器片 本調査を実施

26 262 19103 世良田町1417-１他 世良田環濠集落 宅地造成 1,654 60 ６月28日
遺構　館の堀１、溝４、土坑６、ピット

多数
遺物　中世～近世の土器片

本調査なし

27 492 19556 新田反町町612-４他 反町城館跡 個人住宅 501 16 ７月28日 遺構　住居１、溝３、土坑７、ピット３
遺物　平安時代の土器片 本調査なし

28 295 19181 新田反町町528-１ 反町城館跡 個人住宅 298 16 ８月23日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

29 642 19860 別所町428-１他 大門遺跡 老人施設 2,187 102 ９月14日～９月15日
遺構　溝２
遺物　近世の土器片・古銭 本調査なし

30 230 19038 高林南町810 高林本郷遺跡 建売住宅 2,346 160 ７月10日～７月11日
遺構　住居13、溝４、土坑５
遺物　古墳時代の土器片 本調査を実施

31 860 20348 新田市野井町77-２ 通木遺跡 露天駐車場 1,342 70 12月12日 遺構　住居１、溝２、土坑３、ピット１
遺物　なし 本調査なし

32 12 18650 成塚町1135-６他 寺井廃寺北遺跡 個人住宅 258 10 ４月12日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

33 159 18919 矢田堀町361-７ 寺中遺跡 露天駐車場 998 48 ５月31日 遺構　なし
遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

34 543 19651 由良町894-４他 天狗林遺跡 店舗 1,615 20 ９月15日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし
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№ 受付№ ID 所　在　地 遺　跡　名 開発原因 開発面積
（㎡）

調査面積
（㎡） 調査期間 調　査　結　果 備　考

35 325 19240 内ケ島町1598-３ 天神山古墳 個人住宅 375 20 ８月９日 遺構　天神山古墳の外堀１
遺物　なし 本調査なし

36 96 18805 市場町1052-２ 道原遺跡 集合住宅 987 38 ６月５日 遺構　井戸１
遺物　なし 本調査なし

37 188 18968 岩松町地内 東部地区遺跡群 区画整理 1,540 120 ５月22日～５月23日
遺構　土坑12、ピット６
遺物　平安時代～中世の土器片 本調査なし

38 537 19643 岩松町地内他 東部地区遺跡群 区画整理 1,510 89 ９月11日９月13日
遺構　土坑１
遺物　奈良・平安時代の土器片 本調査なし

39 728 20055 岩松町地内 東部地区遺跡群 区画整理 223 21 11月６日 遺構　住居３
遺物　弥生～古墳時代の土器片 本調査を実施

40 941 20498 岩松町地内他 東部地区遺跡群 区画整理 8,400 335 １月15日～１月18日
遺構　住居３、掘立柱建物１、溝２、土

坑９、ピット４
遺物　奈良・平安時代の土器片

平成30年度に
本調査を実施

41 187 18967 堀口町278-１他 東部地区遺跡群 宅地造成 934 46 ６月14日 遺構　土坑１
遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

42 394 19373 鳥山上町1170-１他 鳥山寺中遺跡 宅地造成 964 70 10月６日 遺構　住居１、土坑５、ピット９
遺物　古墳時代の土器片 本調査を実施

43 615 19799 藪塚町2030他 中原上遺跡 集合住宅 1,394 50 ９月14日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

44 347 19276 新野町1329-１他 新野古墳群 宅地造成 1,514 84 ９月７日 遺構　溝３
遺物　古墳、平安時代の土器片 本調査なし

45 88 18791 下田島町地内 西田島遺跡 区画整理 8,020 220 ４月24日～４月25日
遺構　溝１、土坑１
遺物　縄文時代の土器片等 本調査を実施

46 447 19469 西長岡町705 西長岡宿古墳群 納骨堂 2,108 32 11月13日 遺構　溝３
遺物　なし 本調査なし

47 919 20450 西矢島町３-１他 西矢島古墳群 工場 9,061 10 12月18日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

48 190 18970 西矢島町88-１の一部 西矢島古墳群 工場 4,988 300 ６月13日～６月14日
遺構　古墳の周堀１、溝３、土坑２
遺物　古墳時代の埴輪片等 本調査を実施

49 9 18646 世良田町864-２他 新田館跡 個人住宅 365 16 ４月７日 遺構　新田館の堀１、溝１
遺物　中世～近世の土器片 本調査なし

50 705 20009 内ケ島町1388-１他 女体山古墳東方遺
跡 集合住宅 1,351 70 12月４日 遺構　溝１、土坑１

遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

51 412 19414 本町８-９他 浜町遺跡 区画整理 804 47 ８月30日 遺構　住居３
遺物　奈良時代の土器片 本調査を実施

52 735 20080 飯塚町1016他 東別所遺跡 宅地造成 961 60 11月８日 遺構　溝２、土坑１
遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

53 918 20449 世良田町1552-１ 宝積院跡 圃場整備 28 6 12月22日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

54 601 19771 東長岡町1417-７他 星ノ宮遺跡 宅地造成 1,645 75 11月１日～11月２日
遺構　住居４、溝５、土坑９、ピット５
遺物　古墳時代の土器片 本調査を実施

55 196 18980 高林東町2336-１ 向野遺跡 集合住宅 997 50 ５月29日 遺構　住居５、古墳の周堀１、土坑４
遺物　古墳時代の土器片 本調査なし

56 385 19348 東長岡町1208-１他 焼山古墳群 駐車場 1,873 100 ６月29日 遺構　なし
遺物　埴輪片 本調査なし

表２　平成29年度市内遺跡発掘調査　調査地一覧表（補助金対象外）

№ 受付№ ID 所　在　地 遺　跡　名 開発原因 開発面積
（㎡）

調査面積
（㎡） 調査期間 調　査　結　果 備　考

57 531 19631 新田小金井町1574-７ 天良七堂遺跡 個人住宅 405 16 １月24日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

58 472 19517 天良町130-１他 天良七堂遺跡 宅地造成 2,327 160 ３月19日
遺構　掘立柱建物１、住居１、溝１、土

坑４
遺物　なし

本調査を実施

59 1103 20802 新田小金井町1452-６他 笠松遺跡 店舗 2,414 100 ３月13日 遺構　溝６、土坑１
遺物　なし

平成30年度に
立会調査を実
施

60 797 20218 下田島町地内 西田島遺跡 区画整理 859 140 ２月５日～２月６日
遺構　古墳２、溝２
遺物　古墳時代の土器片、埴輪片

平成30年度に
本調査を実施

61 1192 20968 岩松町地内 東部地区遺跡群 区画整理 300 14 ３月22日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

62 1275 21140 世良田町2842-１他 小角田前遺跡
鉄塔、変電
所
地中線工事

306 16 ３月27日 遺構　なし
遺物　古墳～平安時代の土器片 本調査なし

63 260 19099 吉沢町、原宿町の一部
反丸遺跡、諏訪古墳
吉祥寺遺跡、流作
場遺跡

産業団地造
成 543,983 3,555 ６月12日～８月24日

遺構　住居58、土坑34、溝16、柱穴15、
　　　休泊堀
遺物　縄文時代～中世の土器片

本調査を実施
中

64 1146 20877 吉沢町2117-１ 萩原窯跡 資材置場 961 50 ２月23日 遺構　なし
遺物　なし 本調査なし

 ※上記８件は、市単独費用で調査を実施した。
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1 飯塚古墳群（H29№506） 

① 所在地 太田市飯塚町 912-1 

② 調査原因 賃貸住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条、土坑２基が確認された

が、遺物は出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

 

T0014 飯塚古墳群

飯
塚
町

2号
線

高砂荘

T0201 飯塚条里制水田跡

1溝 1土坑

低地

2土坑

ローム台地 土層Ａ

第 3図　確認調査平面図・断面図

第 4 章　調査の成果

1Tr.

ローム層

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土40㎝

0 10ｍ

第３図　確認調査平面図・断面図

第４章　調査の成果
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2 市野井新田遺跡（H29№733） 

① 所在地 太田市新田市野井町 1624-1 

② 調査原因 太陽光発電施設の開発 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

N0016 市野井新田遺跡

足利伊勢崎線

N3108 推定東山道駅路新田地区

土層Ａ

土層Ｂ

1Tr.

2Tr.

第 4図　確認調査平面図・断面図

0 20ｍ

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

ローム漸移層10㎝

ローム層

土層Ｂ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

ローム層

第４図　確認調査平面図・断面図
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土層Ａ

土層Ｂ

周堀

1号墳

Ｈ29-№793

土層Ｅ
浄化槽

土層Ｃ

土層Ｄ土層Ｄ

1号墳
周堀

1号墳
周堀

Ｈ29-No.992

第 5 図　確認調査平面図・断面図

1Tr.

1Tr.
2Tr.

2Tr.

4Tr.

3Tr.

土層Ａ

表土40㎝

灰褐色シルト

土層Ｂ

表土40㎝

黄褐色土

（墳丘部）

土層Ｃ

表土10㎝

灰黄色シルト20㎝

褐色土20㎝

ローム層

ローム層

土層Ｄ

表土10㎝

灰黄色シルト20㎝

褐色土20㎝

土層Ｅ

表土20㎝

灰黄色シルト10㎝

褐色土20㎝

ローム層

0 20ｍ

3・4 市場古墳群、推定東山道駅路北ルー

ト（H29№793・992） 

① 所在地 太田市市場町 686-1、687-1他 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを計６

本設定し、ローム層を基準に掘り下げて遺

構・土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳の周堀１条が確認され、埴

輪片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

T0288 市場古墳群T0288 市場古墳群

推定東山道駅路北ルート
推定東山道駅路北ルート

足利伊勢崎線

No.793

No.992

第５図　確認調査平面図・断面図
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Ｈ7.8月調査

Ｈ7.1月調査

5 内ヶ島古墳群（H29№560） 

① 太田市内ケ島町 815-8 他 

② 調査原因 店舗の建設 

③ 調査方法 駐車場予定地にトレンチを１本

設定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。なお、

建物予定地は本調査済みであるため、調査

対象外とした。 

④ 調査結果 溝１条、ピット１基が確認され

たが、遺物は出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

土層Ａ
土層Ｂ

ピット 溝

建物予定地

第６図　確認調査平面図・断面図

Ｈ29 調査
1Tr.

0 20ｍ

土層Ａ

表土20㎝

　 ローム層
　 ローム層　 ローム層　 ローム層　 ローム層　 ローム層

土層Ｂ

表土25㎝

ロ－ム層

県道鳥山・竜舞線

内
ケ
島
・
上
小
泉
線

T0012 内ヶ島古墳群T0012 内ヶ島古墳群

住居跡
土坑

溝跡

溝跡

住居跡10軒前後

古墳周堀重複

第６図　確認調査平面図・断面図



10―　　―

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 3/4 13.6 ・ －  ・ 3.1 やや粗 やや不良 浅黄橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ナデ

6 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№3） 

① 所在地 太田市安養寺町 22-2 他 

② 調査原因 貸店舗の建設 

③ 調査方法 建物予定地にトレンチを３本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条、土坑２基が確認され、

奈良時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

建設予定地

県　　　　　道

1Tr.
2Tr.

3Tr.

土層Ｃ土層Ｃ

土層Ｂ

土層Ａ

流路跡

遺物点

土坑

溝

溝

撹乱

・出土遺物実測図

出土遺物（2Tr.）

1

第 7図　確認調査平面図・断面図

低地

土層Ｃ

表土35㎝

暗褐色土25㎝

泥流混土10㎝

ＦＰ泥流層

土層Ａ

表土65㎝

灰黄褐色土40㎝

ＦＰ泥流層

土層Ｂ

表土55㎝

暗褐色土30㎝

泥流混土10㎝

ＦＰ泥流層

0 10ｍ

0 10cm

J0065 FP 泥流下遺跡群J0065 FP 泥流下遺跡群

ベイシア尾島店

旧 354 号線

第７図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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流路跡（推定）流路跡（推定）

土層Ａ土層Ａ

土層Ｂ撹乱

撹乱

撹乱 撹乱

流路跡流路跡

流路跡流路跡

流路跡流路跡

0 20ｍ

土層Ａ

表土60㎝

灰褐色土20㎝以上

土層Ｂ

表土70㎝

灰褐色土40㎝以上

1Tr.

2Tr.

J0065 FP 泥流下遺跡群

ベイシア尾島店ベイシア尾島店

旧 354 号線旧 354 号線

第８図　確認調査平面図・断面図

7 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№438） 

① 所在地 太田市安養寺町 32-1 他 

② 調査原因 老人施設の建設 

③ 調査方法 建物予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 60～70㎝下の灰褐色土ま

で掘り下げを行い、遺構・土層確認および

写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第８図　確認調査平面図・断面図



12―　　―

J0065 FP 泥流下遺跡群

旧 354 号線
旧 354 号線

出塚新田会館出塚新田会館

土層Ａ

表土40㎝

褐色土40㎝

礫層

土層Ｂ

表土50㎝

FP泥流層

土層Ｃ

表土40㎝

褐色土10㎝

FP泥流層

0 15ｍ

第９図　確認調査平面図・断面図

流路跡

撹乱

土層Ａ

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

土層Ｂ

撹乱

土層Ｃ

3Tr.

2Tr.

1Tr.

道　　　路

8 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№1112） 

① 所在地 太田市出塚町 461-1 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第９図　確認調査平面図・断面図
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9 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№671） 

① 所在地 太田市尾島町 84-3 他 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

旧 354 号線

群馬銀行

四丁目会館

土層Ａ

表土40㎝

灰褐色土20㎝

黄褐色土10㎝

褐色土20㎝以上

（砂・小石混じり）

土層Ｂ

表土30㎝

FP泥流層

（粘土質）

土層Ｃ

表土40㎝　

FP泥流層

（シルト質）

土層Ａ土層Ａ

河川跡

河川跡

河川跡

土層Ｂ土層Ｂ

1Tr.

2Tr.

3Tr.

県道 142 号線

土層Ｃ

水道管

撹乱

撹乱
第10図　確認調査平面図・断面図

0 20ｍ

J0065 FP 泥流下遺跡群

第10図　確認調査平面図・断面図
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10 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№553） 

① 所在地 太田市亀岡町 504-1 他 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

土層Ａ

土層Ｂ土層Ｂ

1Tr.

2Tr.

第11図　確認調査平面図・断面図

ＦＰ泥流層

10㎝以上

（シルト質）

土層Ａ

表土20㎝

褐色土20㎝

土層Ｂ

表土10㎝

褐色土30㎝

ＦＰ泥流層

10㎝以上

（砂質）

0 20ｍ

J0065 FP 泥流下遺跡群

ＪＡ新田郡倉庫ＪＡ新田郡倉庫

第11図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏

土師器・坏

3/4    13.9 ・　－  　・ 3.5 普通 普通 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラ削り、
体部から底部内面ナデ

2   須恵器・坏

  須恵器・蓋

口縁部～
底部片 ( 12.8 )・（5.7）・ 3.5 普通 普通  灰 底部回転糸切未調整

3 ( 11.0 )・   －      ・ － 普通 普通 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面ナデ

4 破片 ( 14.2 )・   －      ・ － 普通 普通  灰 端部折返し

口縁部～
底部片

本調査範囲

2Tr.1Tr.

6 住居

土層Ａ

ピット群

5住居

土坑

土坑 低地

土坑

土坑

2 住居

3住居3住居

1住居1住居

4 住居

土層Ｂ

撹乱

土層Ｂ

表土20㎝

ＦＰ泥流層

明褐色土10㎝

（ＦＰ泥流ブロック混）

明褐色土10㎝

灰褐色土20㎝

（ＦＰ泥流ブロック混）

ＦＰ泥流層

土層Ａ

表土10㎝

0 15ｍ 0 10cm

第12図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

出土遺物（

出土遺物（　　2住居）

出土遺物（   .3住居）

出土遺物（2Tr.一括）　

1

2

3

4

J0065 FP 泥流下遺跡群

太田市尾島体育館太田市尾島体育館

2Tr.1住居）

2Tr. 

2Tr 

11 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№22） 

① 所在地 太田市亀岡町 555-1 

② 調査原因 建売住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡６軒、土坑４基、ピット

３０基が確認され、平安時代の土器片が出

土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第12図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 弥生土器・甕 口縁破片  －　・　－　・　 － 緻密 普通 橙 口縁部外面に縄文を施文、口縁部内面ナデ

1Tr.
2Tr.

3Tr.

土層Ａ

土層Ｂ 土層Ｃ

低

　地

第13図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

 土層Ａ

表土25㎝

明茶褐色土45㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｂ

表土30㎝

茶褐色土50㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

茶褐色土35㎝

灰黄褐色砂質土

15㎝以上

土層Ｃ

表土30㎝

0 15ｍ

0 10cm

出土遺物（２Tr.覆土）

1

Ｊ0065 FP 泥流下遺跡群

太田市立太田市立
太田市立

尾島体育館尾島体育館
尾島中学校

12 ＦＰ泥流下遺跡群（H29№17） 

① 所在地 太田市亀岡町 666-1 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構は確認されなかったが、弥

生時代から平安時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第13図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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13 延享割遺跡（H29№532） 

① 所在地 太田市泉町 1403-1 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条が確認されたが、遺物は

出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

 

土層Ａ土層Ａ

土層Ｂ

浸食谷

1溝

1Tr.

2Tr.

第14図　確認調査平面図・断面図

土層Ｂ

表土10㎝

ローム漸移層20㎝

ローム層10㎝

土層Ａ

表土30㎝

黄褐色土10㎝

暗褐色土30㎝

粘性ロ－ム層

0 20ｍ

T0127 延享割遺跡

県
道
新
田
上
江
田
・
尾
島
線

泉町会館

太田市宝南センター

第14図　確認調査平面図・断面図
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14 賀茂遺跡（H29№37） 

① 所在地 太田市龍舞町 3816-3 

② 調査原因 給食室の建設 

③ 調査方法 建物予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認及び写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝２条、土坑１基が確認され、

古墳時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

撹乱

溝

溝

土坑

土層Ａ

土層Ｂ

既
存
校
舎

既
存
校
舎

第15図　確認調査平面図・断面図

土層Ａ

表土35㎝

茶褐色土35㎝

ローム漸移層30㎝

ローム層10㎝以上

土層Ｂ

表土20㎝

明茶褐色土20㎝

ローム層10㎝以上

0 10ｍ

T0271 賀茂遺跡

休泊小学校

賀茂神社

国道
122 号線

竜舞二区
集会所

T0091 賀茂神社西遺跡

1Tr.

2Tr.

3Tr.

第15図　確認調査平面図・断面図
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15 北之庄遺跡（H29№366） 

① 所在地 太田市由良町 1581-1 他 

② 調査原因 太陽光発電施設の開発 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認及び写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝２条、土坑２基、ピット７基

が確認され、奈良・平安時代の土器片が出

土した。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

稲荷 土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ

土層Ｃ

表土20㎝

褐色土30㎝

ローム層

土層Ａ

表土10㎝

褐色土30㎝

ローム層

土層Ｂ

表土20㎝

褐色土20㎝

ローム層

鉄塔

低地 ローム台地

1Tr.

2Tr.

3Tr.

太陽光パネル設置箇所

土坑土坑

ピット群

ピット

ピット

倒木痕

流路跡

流路跡

土坑

溝

溝

倒木痕

0 20ｍ

第16図　確認調査平面図・断面図

T0124北之庄遺跡

北之庄公園

北上会館

第16図　確認調査平面図・断面図
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16 北之庄遺跡（H29№94） 

① 所在地 太田市由良町 1598-3 他 

② 調査原因 建売住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認及び写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条が確認されたが、遺物は

出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 開発地内での遺構密度が低い

ため、本調査の必要はないと判断される。 

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ

溝

低地

第17図　確認調査平面図・断面図

1Tr.

2Tr.

3Tr.

土層Ａ

表土15㎝

暗褐色土

（白色軽石含）15㎝

ローム漸移層10㎝

ローム層

ローム層

土層Ｂ

表土30㎝

褐色土10㎝

土層Ｃ

表土20㎝

褐色土20㎝

ローム層

0 15ｍ

T0124 北之庄遺跡

威光寺威光寺

T0126 天狗林遺跡

第17図　確認調査平面図・断面図



21―　　―

第18図　確認調査平面図・断面図

土層Ｂ

土層Ａ土層Ａ

1Tr.

2Tr.

土層Ｂ

暗褐色土10㎝

表土40㎝

灰褐色土

30cm以上

土層Ａ

にぶい黄褐色土10㎝

表土

30cm

灰褐色土

15cm

黒褐色土

15cm以上

0 15ｍ

別所・西本町線

由良二区由良二区

林会館

T0283 狐森古墳群T0283 狐森古墳群

T0344 由中遺跡T0344 由中遺跡

17 狐森古墳群（H29№503） 

① 所在地 太田市由良町 1829-3 他 

② 調査原因 認定こども園の建設 

③ 調査方法 建物予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 50～55㎝下の黒褐色土又

は灰褐色土まで掘り下げて遺構・土層確認

及び写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第18図　確認調査平面図・断面図
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18 下田島遺跡（H29№90） 

① 所在地 太田市下田島町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを５本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳の周堀１条、土坑１基が確

認され、縄文時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

市道

市道

土層Ａ土層Ａ

土層Ｂ土層Ｂ

既存水路

民家

撹乱

古墳の周堀

1Tr.

2Tr.

3Tr.

4Tr.

5Tr.

第19図　確認調査平面図・断面図

ロ-ム台地～低地

土層Ａ

表土30㎝

灰褐色土20㎝

礫混じりの砂層

20㎝以上

5Tr．も同様※

0 20ｍ

土層Ｂ（ローム台地～低地）

造成土40～150㎝以上

ソフトローム

ハードローム

砂層

礫層

※2Tr.及び3Tr.も同様

0

1ｍ

県
道
新
田
上
江
田
・
尾
島
線

県
道
新
田
上
江
田
・
尾
島
線

群馬県立
太田フレックス

高等学校

群馬県立
太田フレックス

高等学校

T0249 下田島遺跡T0249 下田島遺跡

1土坑

T0135 西田島遺跡T0135 西田島遺跡

第19図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 分類

1  縄文土器・深鉢  口縁破片  －　・　－　・　 － やや粗 やや不良  にぶい橙 称名寺Ⅰ式

1 土坑

古墳の周堀

撹乱

0 2ｍ

0 10cm

出土遺物（3Tr.1土坑）

1

3Tr.東側平面図

第20図　確認調査平面図・出土遺物実測図

拓本

第20図　確認調査平面図・出土遺物実測図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調

1  縄文土器・深鉢

 縄文土器・深鉢

 破片  －　・　－　・　 － 普通 普通 　浅黄橙 堀之内Ｉ式

2  破片  －　・　－　・　 － やや粗 やや不良  にぶい橙 堀之内Ｉ式

分類

19 下田島遺跡（H29№611） 

① 所在地 太田市下田島町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 宝泉村第38号墳の周堀、溝２条

が確認され、埴輪片が出土した。  

⑤ 取扱い方法 今後の工事において道路開発

が計画されているため、本調査を実施した。 

 

宝泉村第 38 号墳周堀（推定）

墓 地
(墳丘部）

擁壁

１溝 土層Ａ 土層Ｂ
２溝２溝

土層Ｃ土層Ｃ

開発道路

1Tr.1Tr.

* 宅地造成が計画されている為*宅地造成が計画されている為

道路以外も調査対象とした。道路以外も調査対象とした。
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道
新
田
上
江
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・
尾
島
線

県
道
新
田
上
江
田
・
尾
島
線

蓮台寺蓮台寺

T0249 下田島遺跡T0249 下田島遺跡

第21図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

出土遺物（一括）

1

出土遺物（一括）

2

Ｈ27.７月調査

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土30㎝

ローム層

土層Ｂ

表土10㎝

暗褐色土15㎝

ローム層

土層Ｃ

表土30㎝

暗褐色土10㎝

ローム層

0 20ｍ

0 10cm

拓

第21図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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20 下田島遺跡（H29№357） 

① 所在地 太田市下田島町 1031-20 他 

② 調査原因 建売住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを４本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳３基、溝１条が確認され、

古墳時代の土器片・埴輪片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 道路開発が計画されているた

め、本調査を実施した。 

1 溝

1 号墳

2号墳

3号墳

区画整理調査時に検出された周堀

開発道路

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ

1Tr.
2Tr.

3Tr.

4Tr.

土層Ａ

表土20㎝

ローム漸移層

 20㎝

ローム層

土層Ｂ

表土30㎝

ローム漸移層

 20㎝

ローム層

土層Ｃ

ローム層

表土30㎝

ローム漸移層

20cm

0 15ｍ

県
道
上
江
田
・
尾
島
線

石田川

蓮台寺

T0249 下田島遺跡T0249 下田島遺跡

第22図　確認調査平面図・断面図

撹乱

第22図　確認調査平面図・断面図
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土層Ａ

土層Ｂ

撹乱

1Tr.

2Tr.

土層Ａ

表土

50㎝

暗褐色土

20㎝以上

土層Ｂ

撹乱

70㎝

第23図　確認調査平面図・断面図

道　路

0 20ｍ

T0249 下田島遺跡T0249 下田島遺跡
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田
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県
道
上
江
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尾
島
線

県
道
上
江
田
・
尾
島
線

蓮台寺蓮台寺21 下田島遺跡（H29№865） 

① 所在地 太田市下田島町 1073-15 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 建物予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 50 ㎝下の暗褐色土まで掘

り下げて遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第23図　確認調査平面図・断面図
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22・23 下原遺跡（H29№129・556） 

① 所在地 太田市新道町 105-37の一部、105-

41 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを計４

本設定し、ローム層を基準に掘り下げて遺

構・土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡計６軒、溝２条、土坑１

基、ピット２基が確認され、奈良・平安時

代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

民家

民家

民家

民家

畑

畑

畑

畑

H28-№313

H28-№314

H29-№556

H29-№129

浄化槽浄化槽

浄化槽

農地（H29.６月現在）

１溝

2溝

1 住居

ピット

H28-№312

土坑

土坑

溝

土坑

溝溝

住居跡

ピット

今回調査地

（４基）

土層Ｃ

溝溝

土坑

土坑

1Tr.

2Tr.

0 20ｍ

第24図　確認調査平面図・断面図

土層Ｃ

表土40㎝

ローム層

ローム層5㎝以上

土層Ａ

表土15㎝

明茶褐色土10㎝

ローム混じり明

茶褐色土15㎝

ローム層5㎝以上

土層Ｂ

表土10㎝

明茶褐色土10㎝

ローム混じり明

茶褐色土15㎝

住居跡

住居跡集合住宅建設予定地

浄化槽掘削予定地

1Tr.

2Tr.

土層Ａ

土層Ｂ土層Ｂ

本調査範囲

本調査箇所

T0136 下原遺跡T0136 下原遺跡
㈱イチタン
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定
東
山
道
駅
路

推
定
東
山
道
駅
路

No
.1
29

No
.5
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第24図　確認調査平面図・断面図



28―　　―

2Tr.覆土出土遺物

1号住出土遺物

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏

土師器・坏

4/5    11.0 ・　－  　・ 3.8 普通 普通

普通

 にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部・底部外面ヘラ削り、体部
内面ナデ

2 4/5    14.9 ・    －     ・ － 緻密 　　  にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部から底部外面ヘラ削り、
体部から底部内面ナデ

3 土師器・埦 2/3 ( 19.2 )・   －     ・ 6.6 普通 普通  にぶい赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部から底部外面ヘラ削り、
体部内面ナデ

4 土師器・甕

土師器・甕

口縁破片 ( 18.8 )・   －     ・ － 緻密 良好 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ナデ

5 口縁破片 ( 19.6 )・   －     ・ － 緻密 良好 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ナデ

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 1/2 ( 12.6 )・   －     ・ 3.3

－　・   －     ・ －

緻密 普通  にぶい赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、底部内面
指圧痕

2  須恵器・蓋 　　破片 緻密 良好 　黄灰色 ロクロ成形、扁平な円盤状のツマミ貼付後ナデ

　　　
　　　

0 10cm

0 10cm

1 2

3
4

5

1 2

第25図　出土遺物実測図

22（No.129）

23（No.556）

第25図　出土遺物実測図
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24 下原遺跡（H29№18） 

① 所在地 太田市新野町 852-1 他 

② 調査原因 老人施設の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝３条、土坑１基が確認され、

奈良時代および近世の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

土坑

溝

土層Ａ

受水槽

浄化槽

建物建設予定地

土層Ｃ風倒木

溝

溝低地低地

土層Ｂ

第26図　確認調査平面図・断面図
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暗褐色土20㎝
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ローム層

ローム層

土層Ｃ

表土10㎝

暗褐色土20㎝

0 20ｍ
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・
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２
号
幹
線

鳥
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・
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２
号
幹
線

推
定
東
山
道
駅
路

T0136 下原遺跡T0136 下原遺跡

第26図　確認調査平面図・断面図
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2Tr.

3Tr.

1Tr.

神社

コンクリート
ブロック

古墳墳丘盛土
残存推定範囲

道

路
土層Ａ

神社境内

土層Ｂ土層Ｂ

撹
乱

撹
乱

撹乱

第27図　確認調査平面図・断面図

土層Ｃ

土層Ｃ

撹乱（後世の盛土）

←

←

約 100 ㎝

表土（後世の盛土）

黒色土

ロームブロックまじりの
黄褐色土

ロームブロックまじりの
黄褐色土

土層Ｂ←

約 95 ㎝

←

黒色土

ロームブロックまじりの
黄褐色土

黒色土

土層Ａ←

←

約 95 ㎝

表土（後世の盛土）

0 10ｍ

N0275 木崎二ツ塚古墳N0275 木崎二ツ塚古墳

木崎駅木崎駅

サッポロビール

群馬工場

25 神明塚古墳（H29№448） 

① 所在地 太田市新田木崎町 222-2 他 

② 調査原因 工場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、地表から約 95 ㎝下の黄褐色土まで掘

り下げて遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 古墳１基が確認され、古墳時代

の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

N0276 神明塚古墳N0276 神明塚古墳

第27図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1  カワラケ 口縁部～
底部片 （7.2）・  （4.0）・ 　1.6 普通 普通 浅黄橙 ロクロ成形、底部回転糸切後未調整、口縁部にスス付着

26 世良田環濠集落（H29№262） 

① 所在地 太田市世良田町 1417-1他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを４本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 館の堀、溝４条、土坑６基、ピッ

ト多数が確認され、中世から近世の土器片

が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

 

ピット

ピット

水道管（推定）

既存建物

計水機

枡

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ
土層Ｄ

1Tr.

2Tr.

3Tr.
4Tr.

堀

土坑土坑

土坑

土坑

土坑

ピット群ピット群

4溝4溝

1溝

2溝

3溝

1～ 3溝

第28図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

出土遺物（３Tr.4溝）　

1

土層Ａ

表土20㎝

褐色土20㎝

ＦＰ泥流層

土層Ｂ

表土30㎝

褐色土10㎝

ＦＰ泥流層

土層Ｃ

表土10㎝

褐色土20㎝

ＦＰ泥流層

表土40㎝

ＦＰ泥流層

土層Ｄ

0 14ｍ

0 10cm

J0052 世良田環濠集落

旧354 号線

J0002 新田館跡

第28図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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27 反町城館跡（H29№492） 

① 所在地 太田市新田反町町 612-4 他 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡１軒、溝３条、土坑７基、

ピット３基が確認され、平安時代の土器片

が出土した。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

 

隣地調査図

反町城館の堀

申請建物
*平成 13 年度　新田町
発掘調査報告書から抜粋

（推定）

1Tr. 2Tr.

第29図　確認調査平面図・断面図

拡大図 拡大図

1住居
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2溝

2土坑
1土坑

3溝
3土坑

4土坑

ピット

5土坑

6土坑

撹乱

7土坑
土層Ａ

土層Ｂ

1Tr. 2Tr.

土層Ａ

表土10㎝

黒褐色土20㎝

ローム層10㎝

土層Ｂ

表土20㎝

黒褐色土20㎝

ローム層

0 15ｍ

0 5m

N0423 反町城館跡

N0422 反町城跡

N0065 要害遺跡

第29図　確認調査平面図・断面図
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28 反町城館跡（H29№295） 

① 所在地 太田市新田反町町 528-1 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、地表から約 30 ㎝下の灰褐色土まで掘

り下げて遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第30図　確認調査平面図・断面図

申請建物

土層Ａ

1Tr.

土層Ａ

表土20㎝

褐色土10㎝
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灰褐色土10㎝

以上
0 6ｍ
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第30図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 径・郭径・厚さ 備考

1 古銭 完形  2.4  ・ 0.7  ・ 0.1 開元通寶

29 大門遺跡（H29№642） 

① 所在地 太田市別所町 428-1 他 

② 調査原因 老人施設の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝２条が確認され、近世の土器

片と古銭 1点が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

1Tr.

2Tr.

3Tr.

溝

溝

土層Ａ
土層Ｂ

土層Ｃ

浄化槽 橋

水　　路

出土遺物（1Tr.）

ローム層

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

漸移層10㎝

漸移層5㎝

ローム層

　土層Ｂ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

ローム層

土層Ｃ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

漸移層10㎝

0 15ｍ

2 ㎝0

T0281 大門遺跡T0281 大門遺跡

別
所
・
西
本
町
線

別
所
・
西
本
町
線

1

第31図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

T0293 由良の砦跡T0293 由良の砦跡

第31図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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30 高林本郷遺跡（H29№230） 

① 所在地 太田市高林南町 810 

② 調査原因 建売住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡１３軒、溝４条、土坑５

基が確認され、古墳時代の土器片が出土し

た。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

土層Ａ

表土70㎝

ハードローム層

土層Ｂ

表土40㎝

ローム層10㎝

ハードローム層

表土50㎝

ハードローム層

土層Ｃ

1Tr.

2Tr.

3Tr.

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

9住

3溝 4溝

10 住

土層Ｂ

土層Ａ

11 住

1 溝

1土坑 1 住 2 住

既存建物

3住

2土坑

4住4住

5住5住

7住7住

6住6住
12 住12 住

13 住13 住

8 住8 住

2 溝2 溝

3土坑3土坑 4土坑
5土坑

土層Ｃ

第32図　確認調査平面図・断面図

低地

0 20ｍ

T0452 高林本郷遺跡

太田南保育園

長勝寺

八
瀬
川

T0368
高林環濠遺跡

T0028
高林鶴巻古墳群

本調査範囲

第32図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 口縁破片 ( 14.0 )・   －    ・ － やや粗 やや不良  にぶい橙 口縁部外面ヨコナデ後ヘラミガキ、口縁部内面ヨコナデ、
体部外面ヘラ削り、体部内面ヘラミガキ

2 土師器・埦

土師器・埦

土師器・埦

3/4 ( 12.8 )・  7.2   ・ － 普通 普通  にぶい橙 体部外面ヘラ削り、底部外面部分的に指圧痕、口縁部
内面ナデ、体部内面ヘラナデ

3 1/4 ( 14.0 )・   －    ・ － 普通 普通 橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ヘラミガキ

4 2/3 ( 14.4 )・   －    ・6.6 やや粗 やや不良  にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内面ヘラ

5 カワラケ  3/4 　 －　  ・  3.3　 ・ －　 やや粗 やや不良  にぶい橙 ロクロ成形、底部回転糸切後未調整

6 土師器・甕

土師器・甕

口縁1/4 ( 15.0 )・   －    ・ － 普通 普通  にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面ヘラ
ナデ

7 口縁破片 ( 19.0 )・   －    ・ － 普通 普通 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面

高さ　　幅　　厚さ

27.9  ・ 14.9  ・13
　8 五輪塔 空風輪

ミガキ

ヘラナデ

角閃石安山岩

0 10cm 0 20cm

1

2 3

4

5

6

7

8

第33図　出土遺物実測図

出土遺物（2Tr.10住）

出土遺物（2Tr.10住） 出土遺物（2Tr.9住）

出土遺物（2Tr.9住）

出土遺物（1Tr.2土坑）

出土遺物（2Tr.10住）

出土遺物（2Tr.10住） 出土遺物（2Tr.10住）

第33図　出土遺物実測図
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31 通木遺跡（H29№860） 

① 所在地 太田市新田市野井町 77-2 

② 調査原因 駐車場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡１軒、溝２条、土坑３基、

ピット１基が確認されたが、遺物は出土し

なかった。 

⑤ 取扱い方法 確認された遺構は、保護層が

確保されるため、本調査の必要はないと判

断される。 

 

低地
土層Ａ 2土坑

1土坑 １ピット

土層Ｂ

1溝 2溝 １住居

3土坑

低地

0 20ｍ

土層Ａ

表土30㎝

黒色土10㎝

粘性ローム層

土層Ｂ

表土30㎝

黒色土20㎝

粘性ローム層

第34図　確認調査平面図・断面図

N0054 通木遺跡

県
道
新
田
市
野
井
線

1Tr.

2Tr.

第34図　確認調査平面図・断面図
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32 寺井廃寺北遺跡（H29№12） 

① 所在地 太田市成塚町 1135-6 他 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

 

土層Ａ 土層Ｂ

1Tr.

2Tr.

第35図　確認調査平面図・断面図

ローム層

土層Ａ

表土30㎝

ローム漸移層10㎝

土層Ｂ

表土30㎝

ローム層

0 10ｍ

T0346 寺井廃寺北遺跡T0346 寺井廃寺北遺跡

T0448 寺井廃寺東遺跡T0448 寺井廃寺東遺跡
太田市立強戸小学校太田市立強戸小学校

T0122 天良七堂遺跡T0122 天良七堂遺跡

太
田
・
大
間
々
線

太
田
・
大
間
々
線

第35図　確認調査平面図・断面図
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T1072 寺中遺跡

老人センタ－

流路跡

流路跡

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ

市道

1Tr. 2Tr. 3Tr.

矢田堀町矢田堀町

特別養護老人ホーム毛里田特別養護老人ホーム毛里田

丸山駐在所丸山駐在所

土層Ａ

表土15㎝

暗褐色土40㎝

漸移層10㎝

ローム層

（小礫含む）

漸移層10㎝

ローム層

土層Ｂ

表土20㎝

暗褐色土40㎝

土層Ｃ

表土15㎝

暗褐色土20㎝

ローム漸移層
　10㎝以上

0 15ｍ

第36図　確認調査平面図・断面図

33 寺中遺跡（H29№159） 

① 所在地 太田市矢田堀町 361-7 

② 調査原因 駐車場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構は確認されなかったが、古

墳時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺物は出土したが、流れ込み

と考えられるため、本調査の必要はないと

判断される。 

第36図　確認調査平面図・断面図
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34 天狗林遺跡（H29№543） 

① 所在地 太田市由良町 894-4 他 

② 調査原因 店舗の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 40 ㎝下の黒色粘土まで掘

り下げて遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

土層Ａ

撹乱

撹乱

新設店舗

県道太田境線

旧店舗
（取り壊し予定）

水道管

交番

土層Ｂ

2Tr.

1Tr.

土層B

土層Ａ

撹乱40㎝以上

土層Ｂ

黒色粘土10㎝以上

表土40㎝以上

0 20ｍ

第37図　確認調査平面図・断面図

T1026 天狗林遺跡T1026 天狗林遺跡

宝泉交番

太田境東線

T0282 宮元遺跡T0282 宮元遺跡

第37図　確認調査平面図・断面図
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土層Ａ 土層Ｂ

地割れ痕1Tr.

2Tr.

天神山古墳外堀

推定ライン

土層Ａ

表土30㎝

黒褐色土

（古墳の堀）

20㎝以上

土層Ｂ

表土30㎝

ローム層

30㎝以上

0 10ｍ

第38図　確認調査平面図・断面図

女体山古墳女体山古墳

天神山古墳天神山古墳 A倍塚A倍塚

太田環状線

太田環状線

前
橋
・
館
林
線

前
橋
・
館
林
線

T1008 天神山古墳

坂本工業新島工場

T0435 目塚遺跡

T0007
女体山古墳

東方遺跡

35 天神山古墳（H29№325） 

① 所在地 太田市内ケ島町 1598-3 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳の外堀が確認されたが、遺

物は出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

第38図　確認調査平面図・断面図
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1Tr.

2Tr.
井戸跡流路跡

流路跡

低地

浄化槽予定地

水路（Ｕ字溝）

　　土層Ａ

土層Ｂ

建物予定地

市道

土層Ａ

表土（5㎝）

暗灰褐色土

（白色軽石含)20㎝

暗褐色土

（白色軽石含)30㎝

漸移層10㎝

ローム層

土層Ｂ

表土（100㎝）

黄灰褐色砂層

40㎝

暗灰褐色土

（白色軽石含）30㎝

以上

0 10ｍ

第39図　確認調査平面図・断面図

T0289 道原遺跡T0289 道原遺跡

足利伊勢崎線

足利伊勢崎線

市場町

T0174 国済城跡（道原城跡）T0174 国済城跡（道原城跡）

36 道原遺跡（H29№96） 

① 所在地 太田市市場町 1052-2 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 井戸１基が確認されたが、遺物

は出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 遺構を記録したため、本調査

の必要はないと判断される。 

第39図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 カワラケ 1/3 （7.6）  ・ （3.8） ・　2.6 普通 普通 にぶい橙 底部回転糸切未調整、口縁部スス痕付着

1Tr.

2Tr.

既
　
存
　
道
　
路

1

0 20ｍ

第40図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

出土遺物（覆土）

0 10cm

J0112 東部地区遺跡群

岩松八幡宮

阿久津町J0065 FP 泥流下遺跡群

土層Ａ土層Ａ

土層Ｂ土層Ｂ

土坑

ピットピット

ピットピット

ピットピット

下水管

ピット

ピット

土坑土坑

土坑

土坑

土坑土坑

土坑土坑

土層Ａ

表土45㎝

茶褐色土15㎝

ＦＰ泥流層

10㎝以上

ＦＰ泥流層

5㎝以上

土層Ｂ

表土25㎝

茶褐色土30㎝

37 東部地区遺跡群（H29№188） 

① 所在地 太田市岩松町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 土坑１２基、ピット６基が確認

され、平安時代から中世の土器片が出土し

た。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第40図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 灰釉陶器
輪花埦

1/3 （19.0）・（8.0）・ 6.0 緻密 良好 灰白色 　

2 土師器・甕 口縁破片 （22.8） ・　－ 　・－ やや粗 やや不良  にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面ヘ
ラナデ

底部回転糸切後高台付け、口縁部塗り掛け

土坑
水道管

既
　
存
　
道
　
路

土層Ａ

1Tr.

土層Ａ

表土20㎝

茶褐色土40㎝

ＦＰ泥流層

10㎝以上

0 10ｍ

第41図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

0 10cm

1

2

33

J0112 東部地区遺跡群J0112 東部地区遺跡群

J0116 岩松千歳１遺跡J0116 岩松千歳１遺跡

旧 354 号線旧 354 号線

県
道
新
堀
・
尾
島
線

県
道
新
堀
・
尾
島
線

（1）（1）

（2）（2）

（3）（3）

出土遺物（1Tr.覆土）

（１）

J0065J0065
FP 泥流下遺跡群FP 泥流下遺跡群

38 東部地区遺跡群（H29№537） 

① 所在地 太田市岩松町地内他 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを５本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 土坑１基が確認され、奈良・平

安時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第41図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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土層Ｂ

道
　
路

道　路撹乱

埋設管

既　存　道　路

土層Ｃ 土層Ｄ 土層Ｅ低地 低地
低地

既
存
道
路

2Tr.

3Tr.

4Tr.
5Tr.

（２）

（３）

土層Ｂ

表土15㎝

客土25㎝

明茶褐色砂質土

20㎝以上

土層Ｃ

表土95㎝

茶褐色砂層5㎝以上

土層Ｄ

表土20㎝

茶褐色土25㎝

ＦＰ泥流層

15㎝以上

土層Ｅ

表土10㎝

茶褐色土40㎝

ＦＰ泥流層

15㎝以上

0 10ｍ

0 20ｍ

第42図　確認調査平面図・断面図第42図　確認調査平面図・断面図
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道路築造部分

1Tr.

土層Ａ

第43図　確認調査平面図・断面図

撹乱

撹乱

住居跡

住居跡

住居跡

本調査範囲

土層Ａ

表土40㎝

灰褐色砂質土15㎝

灰褐色シルト質土
15㎝以上

0 5ｍ

J0112 東部地区遺跡群J0112 東部地区遺跡群

旧354 号線旧 354 号線 J0065 FP 泥流下遺跡群J0065 FP 泥流下遺跡群39 東部地区遺跡群（H29№728） 

① 所在地 太田市岩松町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、地表から約 55 ㎝下の灰褐色シルト質

土まで掘り下げて遺構・土層確認および写

真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡３軒が確認され、弥生時

代から古墳時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第43図　確認調査平面図・断面図
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8Tr.

9Tr.

5Tr.

6Tr.

7-1Tr.7-1Tr.
7-2Tr.7-2Tr.

ピット

溝

住居跡

住居跡

土坑 ピット 土坑

ピット土層 E

土層Ｆ

土層Ｇ土層Ｇ

溝

土坑

土坑

道路開発部分

1Tr.

2Tr.

3Tr.

4-2Tr.4-2Tr.4-1Tr.4-1Tr.

土層Ａ
土層Ｂ

土層Ｃ

土層Ｄ土層Ｄ

土坑 土坑

土坑

撹乱

ピット
（掘立柱建物跡）

道路開発部分

既存道路

既存道路

第44図　確認調査平面図

本調査範囲

本調査範囲

0 20ｍ

J0112 東部地区遺跡群J0112 東部地区遺跡群

県
道
新
堀
・
尾
島
線 J0065 J0065

FP 泥流下

　

FP 泥流下

　遺跡群　遺跡群　

40 東部地区遺跡群（H29№941） 

① 所在地 太田市岩松町地内他 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを９本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡３軒、掘立柱建物跡１棟、

溝２条、土坑９基、ピット４基が確認され、

奈良・平安時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、平成

３０年度に本調査を実施した。 

第44図　確認調査平面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 口縁破片 (12.6 )・  (5.8)    ・ 4.5 緻密 良好 にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面ナデ

2 土師器・埦 口縁破片 (15.8 ) ・     －     ・  － 緻密 良好（イブシ） 明赤褐 口縁部外面ヨコナデ、口縁部内面ナデ、内面黒色処理

1
2

第45図　確認調査断面図・出土遺物実測図

（5Tr.覆土） （5Tr.）

土層Ａ

表土25㎝

暗茶褐色土45㎝

茶褐色土15㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｂ

表土20㎝

灰褐色土20㎝

暗茶褐色土15㎝

ＦＰ泥流層

10㎝以上

表土20㎝

耕作土45㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｃ

表土10㎝

灰褐色土20㎝

暗茶褐色土15㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｄ

土層Ｅ

表土15㎝

灰褐色土30㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｆ

表土15㎝

茶褐色土25㎝

灰褐色土15㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

土層Ｇ

表土20㎝

茶褐色土10㎝

ＦＰ泥流層5㎝以上

0 10cm

第45図　確認調査断面図・出土遺物実測図
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第46図　確認調査平面図・断面図
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41 東部地区遺跡群（H29№187） 

① 所在地 太田市堀口町 278-1 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 土坑１基が確認され、古墳時代

の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第46図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 口縁破片 ( 13.4 )・   －      ・ － 普通 普通 にぶい褐 内外面ヨコナデ

2 土師器・坏 ほぼ完形    12.0   ・   －      ・  4.5 普通 普通 橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ナデ

3 土師器・甕 口縁破片 ( 20.0 )・   －      ・ － 普通 普通 にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ヘラナデ

土層Ａ ピット ピット

ピット

ピットピット

ピット ピット

１土坑

３土坑

４土坑 ５土坑

土層Ｃ

土層Ｂ

住居跡

2土坑

（本調査箇所）

1Tr.

2Tr.

3Tr.

土層Ａ

表土30㎝

褐色土10㎝

ローム層

ローム層

土層Ｂ

表土10㎝

褐色土20㎝

土層Ｃ

表土10㎝

褐色土20㎝

ローム層
0 15ｍ

第47図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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42 鳥山寺中遺跡（H29№394） 

① 所在地 太田市鳥山上町 1170-1他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡１軒、土坑５基、ピット

９基が確認され、古墳時代の土器片が出土

した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第47図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図



51―　　―

土層Ａ

土層Ｂ

民 家

浄化槽

1Tr.

2Tr.

第48図　確認調査平面図・断面図

土層Ａ

表土10㎝

灰褐色土20㎝

暗褐色土20㎝

礫層

土層Ｂ

表土10㎝

灰褐色土10㎝

暗褐色土30㎝

礫層

0 20ｍ

太
田
大
間
々
線

東
武
桐
生
線

中原上遺跡Y0040

43 中原上遺跡（H29№615） 

① 所在地 太田市藪塚町 2030 他 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 50 ㎝下の礫層まで掘り下

げて遺構・土層確認および写真撮影を行っ

た。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第48図　確認調査平面図・断面図
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第49図　確認調査平面図・断面図
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44 新野古墳群（H29№347） 

① 所在地 太田市新野町 1329-1 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝３条が確認され、古墳時代・

平安時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第49図　確認調査平面図・断面図
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第50図　確認調査平面図
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45 西田島遺跡（H29№88） 

① 所在地 太田市下田島町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを９本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条、土坑１基および遺物包

含層が確認され、縄文時代の土器片が出土

した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第50図　確認調査平面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

 破片  －　・　－　・　 － やや粗 やや不良 明赤褐

2 破片  －　・　－　・　 － 粗 不良 明赤褐

3  破片  －　・　－　・　 － やや粗 やや不良  にぶい橙

0 10cm

第51図　確認調査断面図・出土遺物実測図

1 2

3

出土遺物（1Tr.谷地）
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土層Ａ

表土30㎝

にぶい黄褐色土
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黒褐色土50㎝
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暗褐色粘土
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土層Ｂ

表土40㎝

にぶい黄褐色土
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土層Ｃ
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20㎝
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暗褐色粘土
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土層Ｄ

表土20㎝

第51図　確認調査断面図・出土遺物実測図
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北関東自動車道

北関東自動車道

三尾稲荷神社三尾稲荷神社

T0388 西長岡宿遺跡T0388 西長岡宿遺跡

T0379 鳥谷戸遺跡
T0379 鳥谷戸遺跡

3Tr.

2Tr.

1Tr.

道　路

道　路

道路後退

納骨堂

駐車場

通 路 溝

溝
溝

0 20ｍ

第52図　確認調査平面図・断面図
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46 西長岡宿古墳群(H29№447) 

① 所在地 太田市西長岡町 705 

② 調査原因 納骨堂の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、地表から約 75 ㎝下の茶褐色砂礫層等

まで掘り下げて遺構・土層確認および写真

撮影を行った。 

④ 調査結果 溝３条が確認されたが、遺物は

出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 近世以降の遺構と推定される

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第52図　確認調査平面図・断面図
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第53図　確認調査平面図・断面図
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47 西矢島古墳群（H29№919） 

① 所在地 太田市西矢島町 3-1 他 

② 調査原因 工場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、地表から約 80 ㎝下の礫層まで掘り下

げて遺構・土層確認および写真撮影を行っ

た。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第53図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 埴輪 破片  －　・　－　・　 － 粗 やや不良 浅黄橙 口縁部外面ヨコナデ、口縁部内面横刷毛、体部外面縦刷
毛、体部内面ナデ

2 埴輪 破片  －　・　－　・　 － 粗 やや不良 明褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面横刷毛
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第54図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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48 西矢島古墳群（H29№190） 

① 所在地 太田市西矢島町 88-1 の一部 

② 調査原因 工場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを６本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳時代の周堀１条、溝３条、

土坑２基が確認され、古墳時代の埴輪片等

が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第54図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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第55図　確認調査平面図・断面図
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49 新田館跡（H29№9） 

① 所在地 太田市世良田町 864-2他 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、地表から約 80 ㎝下の灰褐色土まで掘

り下げて遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 新田館の堀と溝１条が確認され、

中世から近世の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

第55図　確認調査平面図・断面図
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第56図　確認調査平面図・断面図
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50 女体山古墳東方遺跡(H29№705） 

① 所在地 太田市内ケ島町 1388-1他 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを５本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝１条、土坑１基が確認され、

古墳時代の土器片が出土した。  

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

第56図　確認調査平面図・断面図
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第57図　確認調査平面図・断面図
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51 浜町遺跡（H29№412） 

① 所在地 太田市本町 8-9他 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡３軒が確認され、奈良時

代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

第57図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 須恵器・坏 1/3 (12.0)・  (6.4)   ・   3.7 緻密 良好 灰 ロクロ成形、底部回転糸切後周辺部ヘラ削り

2 土師器・台付甕 1/3 (12.8)・　－　・ (8.8) 緻密 良好 明赤褐 内外面ヨコナデ

市　　　道

住居 住居 住居

本調査範囲

土層Ｂ

第58図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図

（2）

出土遺物（2Tr.）

1

2

2Tr.

0 10cm

0 10ｍ

砂層ローム

 漸移層10㎝

土層Ｂ

　 表土35㎝

 暗褐色土30㎝

拓本

第58図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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（ラフィエット通り）

（ラフィエット通り）

飯塚・西新町線

飯塚・西新町線

飯
塚
・
東
別
所
２
線

T0213 東別所遺跡

T0022 内ヶ島南田遺跡T0201

飯塚条里制

水田跡

1Tr.

2Tr.

1 溝（近世）

2溝（古墳時代）
土層Ａ

土坑

土層Ｂ

ローム台地

低地

第59図　確認調査平面図・断面図

0 15ｍ

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土10㎝

ローム層

暗褐色土20㎝

ローム層

土層Ｂ

表土20㎝

52 東別所遺跡（H29№735） 

① 所在地 太田市飯塚町 1016 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝２条、土坑１基が確認され、

古墳時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 開発地内での遺構密度が低い

ため、本調査の必要はないと判断される。 

第59図　確認調査平面図・断面図
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（環水堂跡）

J0012 宝積院跡

旧354 号線

旧 354 号線

世良田行政
センター
世良田行政
センター

世良田公園世良田公園
グランドグランド

JA 世良田JA 世良田

排水路排水路

排水路排水路

J0065 FP 泥流下遺跡群

J0010 岩松陣屋跡

J0052

　世良田環濠集落
J0013 船田館跡

J0113 世良田陣屋遺跡

1Tr.
2Tr.2Tr.

世良田行政センター

世良田公園

開発排水路

※発掘調査済（調査対象外）

水道管
排水管

土層Ａ

開発排水路・集水枡

既存水路

第60図　確認調査平面図・断面図

0 15ｍ

土層Ａ

表土150㎝

灰褐色土

30㎝以上

53 宝積院跡（H29№918） 

① 所在地 太田市世良田町 1552-1 

② 調査原因 圃場整備 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、地表から約 150 ㎝下の灰褐色土まで

掘り下げ遺構・土層確認および写真撮影を

行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第60図　確認調査平面図・断面図
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54 星ノ宮遺跡（H29№601） 

① 所在地 太田市東長岡町 1417-7他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを４本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡４軒、溝５条、土坑９基、

ピット５基が確認され、古墳時代の土器片

が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 

熊野・台之郷線

熊野・台之郷線

太田東保育園太田東保育園

T0251 星ノ宮遺跡T0251 星ノ宮遺跡

風倒木

風倒木風倒木

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑土坑

ピット

ピットピット

ピット

ピット

ピット

溝

溝

溝

溝

溝

住居

住居住居

住居

道路建設予定地　　　　　　　　　　

市　道

1Tr.

3Tr.

2Tr.

4Tr.

本調査範囲本調査範囲

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ土層Ｃ

土層Ｄ

第61図　確認調査平面図

流路跡

流路跡

流路跡

流路跡

0 15ｍ

第61図　確認調査平面図



65―　　―

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

2 土師器・甕 口縁破片  （13.0）・　－   ・ － 　普通 普通 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ヘラナデ

緑泥片岩破片石製品・板碑1
長軸　　　巾　　厚さ
( 23.8 )・  14.0  ・ 1.3

土層Ａ

表土35㎝

灰黄褐色土20㎝

褐灰色土15㎝

漸移層10㎝

ローム層

土層Ｂ

表土5㎝

褐灰色土15㎝

漸移層5㎝

ローム層

土層Ｃ

表土15㎝

褐灰色土15㎝

漸移層5㎝

ローム層

土層Ｄ

表土20㎝

褐灰色土15㎝

漸移層5㎝

ローム層

第62図　確認調査断面図・出土遺物実測図

出土遺物（2Tr.）

出土遺物（3Tr.）

2

1

0 10cm

第62図　確認調査断面図・出土遺物実測図
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T0231 向野遺跡T0231 向野遺跡

向野南公園向野南公園

八
　
瀬
　
川

八
　
瀬
　
川

市
　
　
道

土層Ａ

土層Ｂ

土坑

土坑

土坑 土坑

住居

住居

住居

住居

住居

撹乱

古墳周堀

1Tr. 2Tr.

0 10ｍ

土層Ａ

表土10㎝

ローム層5㎝以上

土層Ｂ

表土40㎝

暗褐色混土15㎝

ローム層5㎝以上

第63図　確認調査平面図・断面図

55 向野遺跡（H29№196） 

① 所在地 太田市高林東町 2336-1 

② 調査原因 集合住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 住居跡５軒、古墳の周堀１条、

土坑４基が確認され、古墳時代の土器片が

出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響がない工法のため、

本調査の必要はないと判断される。 

第63図　確認調査平面図・断面図
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番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 底部破片  　－　・　－　・　 － 緻密 良好 にぶい橙 底部外面ヘラ削り、底部内面ナデ

2 土師器・甕 口縁破片  ( 19.4 )・   －      ・ － 普通 普通 にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、底部外面ヘラ削り、体部内面
ナデ

3 須恵器・甕 口縁破片  ( 21.8 )・   －      ・ － 普通 普通 外面 灰黄褐
内面 橙 口縁部内外面ナデ、体部外面波状文

出土遺物（1Tr.）　 出土遺物（2Tr.）　

出土遺物（2Tr.）　

1

2

3

0 10cm

第64図　出土遺物実測図第64図　出土遺物実測図
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56 焼山古墳群（H29№385） 

① 所在地 太田市東長岡町 1208-1他 

② 調査原因 駐車場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構は確認されなかったが、埴

輪片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

　　

40
7 号

線

40
7 号

線

太田自動車整備
専門学校

太田自動車整備
専門学校

専門学校
太田情報
専門学校
太田情報

専門学校
太田医療技術

専門学校
太田医療技術

駐車場駐車場

T0046 焼山古墳群

土層Ｂ

土層Ａ

土層Ｃ

倒木痕 倒木痕

道　路

既存駐車場

1Tr.

2Tr.

3Tr.

第65図　確認調査平面図・断面図

二次的ローム層

土層Ｃ

表土80㎝

土層Ｂ

表土50㎝

二次的ローム層

土層Ａ

表土50㎝

二次的ローム層

0 20ｍ

第65図　確認調査平面図・断面図
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上野国

新田郡家跡

上野国

新田郡家跡

推定東山道駅路
推定東山道駅路

足利・伊勢崎線

足利・伊勢崎線

T0122 天良七堂遺跡T0122 天良七堂遺跡

土の入れ替えによる撹乱

土層Ａ

H21 調査地（別件）

第66図　確認調査平面図・断面図

土層Ａ

暗褐色粘土

10㎝以上

表土60㎝

1Tr.

0 15ｍ

57 天良七堂遺跡（H29№531） 

① 所在地 太田市新田小金井町 1574-7 

② 調査原因 個人住宅の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、地表から約 60 ㎝下の暗褐色粘土まで

掘り下げて遺構・土層確認および写真撮影

を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第66図　確認調査平面図・断面図
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58 天良七堂遺跡（H29№472） 

① 所在地 太田市天良町 130-1 他 

② 調査原因 宅地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを３本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 掘立柱建物跡１棟、住居跡１軒、

溝１条、土坑４基が確認されたが、遺物は

出土されなかった。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施した。 
足利・伊勢崎線

足利・伊勢崎線

太田市立強戸中学校太田市立強戸中学校

T0122 天良七堂遺跡T0122 天良七堂遺跡

T0121 寺井廃寺T0121 寺井廃寺

土層Ａ

土層Ｂ

土層Ｃ

撹乱

撹乱 撹乱

住居跡

掘立柱建物跡

土坑

土坑

土坑

溝溝

本調査範囲

1Tr.

2Tr.

3Tr.

土層Ａ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

ローム層

暗褐色土20㎝

ローム層

土層Ｂ

表土10㎝

土層Ｃ

表土20㎝

暗褐色土20㎝

ローム層

第67図　確認調査平面図・断面図

0 20ｍ

第67図　確認調査平面図・断面図
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59 笠松遺跡（H29№1103） 

① 所在地 太田市新田小金井町 1452-6他 

② 調査原因 店舗の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを４本設 

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・ 

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 溝６条、土坑１基が確認された 

が、遺物は出土しなかった。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、平成 

３０年度に立会調査を実施する。 

 

足利・伊勢崎線

足利・伊勢崎線

桐
生
・
新
田
伊
勢
崎
線

N0030 笠松遺跡N0030 笠松遺跡

T0437 推定東山道駅路下新田ルート
T0437 推定東山道駅路下新田ルート

Ｔ0122 Ｔ0122 

天良七堂遺跡天良七堂遺跡

足利伊勢崎線

14溝（事業団調査）

11溝（事業団調査）

10溝
（事業団調査）

太田大間々バイパス
※事業団の調査図面を一部抜粋

1Tr.

2Tr.

3Tr.

4Tr.

土層Ａ

1溝

2溝

3溝 4溝土層Ｂ

5溝

1土坑1土坑

土層Ｃ

6溝

土層Ｄ

第68図　確認調査平面図・断面図

撹乱

撹乱
低地

立会調査範囲

0 20ｍ

土層Ａ

表土40㎝

暗褐色土10㎝

ローム漸移層10㎝

ローム層

土層Ｂ

表土40㎝

暗褐色土20㎝

ローム層

表土30㎝

暗褐色土20㎝

ローム漸移層10㎝

ローム層

土層Ｃ

表土30㎝

灰褐色土30㎝

ローム層

土層Ｄ

第68図　確認調査平面図・断面図
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60 西田島遺跡（H29№797） 

① 所在地 太田市下田島町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、ローム層まで掘り下げて遺構・土層

確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 古墳２基、溝２条が確認され、

古墳時代の土器片・埴輪片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、平成

３０年度に本調査を実施した。 

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 坏 1/2 　12.2  ・　－　・　5.5 緻密 良好 明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケヅリ、体部内面
ナデ

T0135 西田島遺跡T0135 西田島遺跡

群馬県立太田フレックス高等学校群馬県立太田フレックス高等学校

新
田
上
江
田
・
尾
島
線

新
田
上
江
田
・
尾
島
線

石
田
川

石
田
川

1 号墳

2号墳

既
存
道
路

低地台地

土層Ａ

3号墳3号墳

2溝

溝

溝

井戸

3溝

1溝

4号墳

土層Ｂ

既存道路

出土遺物（1Tr.4号墳）

1

H30本調査範囲

1Tr.1Tr.

0 20ｍ
0 10cm

土層Ａ

　表土30㎝

ローム層

土層Ｂ

　表土40㎝

灰褐色土50㎝

暗褐色土60㎝

ローム層

第69図　確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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J0112 東部地区遺跡群J0112 東部地区遺跡群

旧 354 号線旧 354 号線 J0065 FP 泥流下遺跡群J0065 FP 泥流下遺跡群

道
　
路
　
後
　
退
　
線

低地

低地撹乱　　　　　　　

1Tr.

2Tr.

土層Ａ

土層Ｂ

0 10ｍ

明茶褐色25㎝

ＦＰ泥流層

10㎝以上

土層Ａ

表土10㎝

客土35㎝

客土70㎝

灰黄褐色砂層

20㎝以上

土層Ｂ

表土20㎝

　

第70図　確認調査平面図・断面図

61 東部地区遺跡群（H29№1192） 

① 所在地 太田市岩松町地内 

② 調査原因 土地区画整理 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ＦＰ泥流層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第70図　確認調査平面図・断面図
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J0003 小角田前遺跡J0003 小角田前遺跡
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土層Ａ
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鉄塔予定地
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第71図　確認調査平面図・断面図
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土層Ｂ

土層Ａ

62 小角田前遺跡（H29№1275） 

① 所在地 太田市世良田町 2842-1他 

② 調査原因 送電用鉄塔及び変電所の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを２本設

定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構は確認されなかったが、古

墳時代から平安時代の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第71図　確認調査平面図・断面図



75―　　―

第72図　確認調査位置図

国
道
５
０
号
線

国
道
５
０
号
線

県
道
毛
里
田
・
坂
西
線

県
道
毛
里
田
・
坂
西
線

県
道
太
田
・
桐
生
線

県
道
太
田
・
桐
生
線

T0340 落内遺跡T0340 落内遺跡

T0310 反丸遺跡T0310 反丸遺跡

T0157 流作場遺跡T0157 流作場遺跡

T0153 諏訪古墳T0153 諏訪古墳

T0309 吉祥寺遺跡T0309 吉祥寺遺跡

T0299 宮ノ上遺跡T0299 宮ノ上遺跡

T0307 丸山北窯跡T0307 丸山北窯跡
T0154 丸山古墳群T0154 丸山古墳群

63 反丸遺跡、諏訪古墳、吉祥寺遺跡、  

流作場遺跡（H29№260）
 

① 所在地 太田市吉沢町、原宿町の一部 

② 調査原因 産業団地の造成 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを７４本

設定し、ローム層を基準に掘り下げて遺構・

土層確認および写真撮影を行った。 

  

 

  

 

   

 

   

   

  

 

④ 調査結果 住居跡５８軒、土坑３４基、溝

１６条、ピット１５基、休泊堀が確認され、

縄文時代から中世の土器片が出土した。 

⑤ 取扱い方法 遺構に影響があるため、本調

査を実施中。  

第72図　確認調査位置図
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第73図　確認調査断面図 第73図　確認調査断面図
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第74図　確認調査平面図

T0310 反丸遺跡T0310 反丸遺跡

T0153 諏訪古墳T0153 諏訪古墳

T0157 流作場遺跡T0157 流作場遺跡

T0309 吉祥寺遺跡T0309 吉祥寺遺跡

元図：H28年度太田市土地開発公社測量地番図

第74図　確認調査平面図
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第75図　出土遺物実測図
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第75図　出土遺物実測図
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第76図　出土遺物実測図
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第76図　出土遺物実測図
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第77図　出土遺物実測図

0 10cm

出土遺物（32Tr.） 出土遺物（16-2Tr.）

12

13

番号 種類・器種 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 土師器・坏 4/5 　12.8  ・　－　・　4.5   やや粗 普通 にぶい橙 口縁部内外面ヨコナデ、体部から底部外面ヘラ削り、
体部内面ヘラナデ

2 土師器・坩       1/2 　 －　・  3.0　 ・ －　 普通 普通 橙 体部ナデ

3 カワラケ 3/4 　7.8   ・  4.2     ・ 2.5 普通 普通 灰白 底部回転糸切未調整板目あり、口縁部スス痕付着

4  縄文土器片  深鉢形土器
 口縁部破片

 　－　・　－　・　 － 普通 普通 にぶい赤褐 諸磯ｂ式　縄文施文、口縁部半截竹管文

5  縄文土器片  深鉢形土器
 胴部破片

 　－　・　－　・　 － 普通 普通 にぶい橙 諸磯ｂ式　胴部縄文施文

6  縄文土器片  深鉢形土器
 胴部破片

 　－　・　－　・　 － 普通 普通 浅黄橙 諸磯ｂ式　胴部縄文施文、半截竹管文

7 土師器・甑 ほぼ完形 　22.4 ・　－　・ 22.2 緻密 普通 赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面
ナデ　もみがら痕あり

8 石斧 ほぼ完形

9 石斧 2/3

2/3

10 石斧 ほぼ完形

11 須恵器・𤭯𤭯 　－　　－　　　－ 普通 　 還元 　　灰 頸部内面ロクロ成形外面ロクロ成形後波状文、腹部外面
刺突文　底部外面にヘラカキ

12 土師器・甕

土師器・甕

胴部一部欠 　17.5  ・  8.0    ・ 28.4 普通 普通 　明赤褐 口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面上部
ヘラナデ、底部外面ヘラ削り、焼け焦げ部分あり

13 4/5 　15.0  ・  5.2    ・ 17.5 普通 普通 　明赤褐 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部内面

   長さ：12.2　幅：5.4　厚さ：1.7　重さ：154ｇ　石材：ホルンフェルス／分銅形　

   長さ：16.6　幅：7.0　厚さ：2.5　重さ：268ｇ　石材：ホルンフェルス／分銅形　

   長さ：16　幅：7.1　厚さ：3.3　重さ：419ｇ　石材：ホルンフェルス／分銅形　

ナデ

第77図　出土遺物実測図
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北部スポーツ北部スポーツ

運動公園運動公園 T0159 萩原窯跡T0159 萩原窯跡

T0170T0170
萩原遺跡萩原遺跡

土層Ａ土層Ａ

土層Ｂ

第78図　確認調査平面図・断面図

1Tr.

土層Ｂ
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灰黄色粘土5㎝以上

土層Ａ

表土20㎝

灰黄色粘土

10㎝以上

0 15ｍ

64 萩原窯跡（H29№1146） 

① 所在地 太田市吉沢町 2117-1 

② 調査原因 資材置場の建設 

③ 調査方法 開発予定地にトレンチを１本設

定し、地表から約 20～25㎝下の灰黄色粘土

まで掘り下げて遺構・土層確認および写真

撮影を行った。 

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかった。 

⑤ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断さ

れる。 

第78図　確認調査平面図・断面図
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第５章 まとめ 

  

平成 29年度における市内遺跡の確認調査は 64箇所で実施した。遺構が確認されたのは 44箇所であり、そ

のうち 17箇所で本調査（予定を含む）を実施し又はすることとなった。残りの 27箇所については、現状保

存されるか、近世以降の遺構であるため、本調査には至らなかった。 

本年度は、古墳に関わる調査が多かった。3・4 市場古墳群、60 西田島遺跡、18・19・20 下田島遺跡、21

神明塚古墳群、48西矢島古墳群、50女体山古墳東方遺跡などで古墳が確認され、そのうち西田島遺跡、下田

島遺跡、神明塚古墳で本調査を実施した。神明塚古墳は、太田市で初めての民-官-民の 3者協定による調査

であった。また、西田島遺跡、下田島遺跡の調査では、本年度新たに 9基の古墳が確認された。フレックス

高校南東部の円墳は、墳丘部に葺石と共に円筒埴輪が多く出土した。ちなみに平成 30 年度には其処から約

130ｍ南で、帆立貝形古墳が見つかり、その周堀外線の上端付近からは埴輪棺が出土するという成果も注目さ

れるものと思われる。 

　
　
　

　　

Ｔ0284 岩松館址　Ｔ0284 岩松館址　

Ｔ0135 西田島遺跡　Ｔ0135 西田島遺跡　

Ｔ0249 下田島遺跡Ｔ0249 下田島遺跡

太田
フレックス高校
太田
フレックス高校

No.60No.60

No.45No.45

No.18No.18

No.19No.19

No.20No.20

0 200ｍ

第 79 図　西田島遺跡・下田島遺跡の古墳分布図

最近の区画整理・民間開発の調査で確認された古墳

古墳総覧に掲載されている古墳　　　　　

（古墳総覧に掲載されている古墳を含む）　　　　　

*古墳の規模・形状は正確なものではない　　　　　

30高林本郷遺跡、39東部地区遺跡群、42鳥山寺中遺跡、51浜町遺跡、54星ノ宮遺跡、59天良七堂遺跡、

63反丸遺跡においては、発掘調査に至っており、古墳時代の住居跡等が確認された。特に反丸遺跡は、おお

た渡良瀬産業団地造成に伴う調査で古墳時代の大規模な集落が確認され、平成 31年度まで調査を継続する予

定である。 

さらに、11FP泥流下遺跡群、22・23下原遺跡、40東部地区遺跡群、5浜町遺跡、54星ノ宮遺跡では、い 

第５章　まとめ

　平成29年度における市内遺跡の確認調査は64箇所で実施した。遺構が確認されたのは44箇所であり、その

うち18箇所で本調査または立会調査を実施することとなった。残りの26箇所については、現状保存される

か、近世以降の遺構であるため、本調査には至らなかった。

　本年度は、古墳に関わる調査が多かった。３・４市場古墳群、60西田島遺跡、18・19・20下田島遺跡、21

神明塚古墳群、48西矢島古墳群、50女体山古墳東方遺跡などで古墳や溝が確認され、そのうち西田島遺跡、

下田島遺跡、神明塚古墳で本調査を実施した。神明塚古墳は、太田市で初めての民 -官 -民の３者協定によ

る調査であった。また、西田島遺跡、下田島遺跡の調査では、本年度新たに９基の古墳が確認された。フ

レックス高校南東部の円墳は、墳丘部に葺石と共に円筒埴輪が多く出土した。平成30年度本調査では、そこ

から約130ｍ南で、帆立貝形古墳が見つかり、その周堀外線の上端付近からは埴輪棺が出土した。女体山古

墳東方遺跡で確認された溝は、女体山古墳の堀と同じ走行であることから、女体山古墳に関連した溝の可能

性があり、注目される。

　30高林本郷遺跡、39東部地区遺跡群、42鳥山寺中遺跡、51浜町遺跡、54星ノ宮遺跡、59天良七堂遺跡、63

反丸遺跡では、本調査に至っており、古墳時代の住居跡等が確認された。特に反丸遺跡は、おおた渡良瀬産

業団地造成に伴う調査であり、古墳時代の大規模な集落が確認され、平成31年度まで調査を継続する予定で

ある。
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No.49No.49

No.26No.26
戦国期の堀戦国期の堀

当初の堀当初の堀

「世良田環濠集落」新田館跡部分拡大

文化財発掘調査報告書（1997）』、山崎一　1978『群馬県古城塁祉の研究　上巻』参照

尾島町教育委員会『新田館跡　国道354号特定交通安全施設等整備工事に伴う埋蔵　

調査地点

　さらに、11FP 泥流下遺跡群、22・23下原遺跡、40東部地区遺跡群、５浜町遺跡、54星ノ宮遺跡では、い

ずれも本調査を実施し、平安時代の住居跡が確認され、59天良七堂遺跡では、奈良時代の掘立柱建物が検出

された。

　26世良田環濠集落・49新田館跡では、新田館跡に関わる堀を確認できた。これは、新田館跡が当初は東辺

堀が直線である「方形館」であったものが、戦国期に「折れ」を持つ城館に変わったことを示すものと考え

られる。26の調査で確認された堀についても、一時期の東辺堀の可能性が考えられる。



１　Ｈ29- №506
飯塚古墳群（東から）

３　Ｈ29- №793
市場古墳群（南から）

２　Ｈ29- №733
市野井新田遺跡（北から）
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確認調査写真



６　Ｈ29- №３
FP 泥流下遺跡群（南から）

５　Ｈ29- №560
内ヶ島古墳群（東から）

４　Ｈ29- №992
市場古墳群・推定東山道駅路北ルート（東
から）
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９　Ｈ29- №671
FP 泥流下遺跡群（南から）

８　Ｈ29- №1112
FP 泥流下遺跡群（南から）

７　Ｈ29- №438
FP 泥流下遺跡群（南から）
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12　Ｈ29- №17
FP 泥流下遺跡群（南から）

11　Ｈ29- №22
FP 泥流下遺跡群（東から）

10　Ｈ29- №553
FP 泥流下遺跡群（南から）
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15　Ｈ29- №366
北之庄遺跡（東から）

14　Ｈ29- №37
賀茂遺跡（東から）

13　Ｈ29- №532
延享割遺跡（西から）
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18　Ｈ29- №90
下田島遺跡（東から）

17　Ｈ29- №503
狐森古墳群（西から）

16　Ｈ29- №94
北之庄遺跡（南から）
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21　Ｈ29- №865
下田島遺跡（西から）

20　Ｈ29- №357
下田島遺跡（南から）

19　Ｈ29- №611
下田島遺跡（南から）
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24　Ｈ29- №18
下原遺跡（南から）

23　Ｈ29- №556
下原遺跡（南から）

22　Ｈ29- №129
下原遺跡（南西から）

92



27　Ｈ29- №492
反町城館跡（南から）

26　Ｈ29- №262
世良田環濠集落（西から）

25　Ｈ29- №448
神明塚古墳（東から）
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30　Ｈ29- №230
高林本郷遺跡（北から）

29　Ｈ29- №642
大門遺跡（東から）

28　Ｈ29- №295
反町城館跡（東から）
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33　Ｈ29- №159
寺中遺跡（南西から）

32　Ｈ29- №12
寺井廃寺北遺跡（南から）

31　Ｈ29- №860
通木遺跡（西から）
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36　Ｈ29- №96
道原遺跡（南東から）

35　Ｈ29- №325
天神山古墳（北西から）

34　Ｈ29- №543
天狗林遺跡（北西から）
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39　Ｈ29- №728
東部地区遺跡群（東から）

38　Ｈ29- №537
東部地区遺跡群（北から）

37　Ｈ29- №188
東部地区遺跡群（北から）
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42　Ｈ29- №394
鳥山寺中遺跡（西から）

41　Ｈ29- №187
東部地区遺跡群（南から）

40　Ｈ29- №941
東部地区遺跡群（西から）
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45　Ｈ29- №88
西田島遺跡（西から）

44　Ｈ29- №347
新野古墳群（南から）

43　Ｈ29- №615
中原上遺跡（東から）
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48　Ｈ29- №190
西矢島古墳群（北から）

47　Ｈ29- №919
西矢島古墳群（北から）

46　Ｈ29- №447
西長岡宿古墳群（西から）
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51　Ｈ29- №412
浜町遺跡（西から）

50　Ｈ29- №705
女体山古墳東方遺跡（東から）

49　Ｈ29- №９
新田館跡（南から）
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53　Ｈ29- №918
宝積院跡（北から）

52　Ｈ29- №735
東別所遺跡（北から）

54　Ｈ29- №601
星ノ宮遺跡（西から）
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55　Ｈ29- №196
向野遺跡（西から）

57　Ｈ29- №531
天良七堂遺跡（東から）

56　Ｈ29- №385
焼山古墳群（西から）
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59　Ｈ29- №1103
笠松遺跡（東から）

58　Ｈ29- №472
天良七堂遺跡（東から）

60　Ｈ29- №797
西田島遺跡（北西から）
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63　Ｈ29- №260
反丸遺跡21トレンチ（西から）

61　Ｈ29- №1192
東部地区遺跡群（南から）

62　Ｈ29- №1275
小角田前遺跡（東から）
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63　Ｈ29- №260
反丸遺跡30トレンチ（西から）

64　Ｈ29- №1146
萩原窯跡（北から）

63　Ｈ29- №260
反丸遺跡32トレンチ（西から）
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63．反丸遺跡№３（79頁）30．高林本郷遺跡№５（36頁）

38．東部地区遺跡群№１（44頁）51．浜町遺跡№１（61頁）22．下原遺跡№２（28頁）

11．FP 泥流下遺跡群№１（15頁）６．FP泥流下遺跡群№１（10頁）22．下原遺跡№１（28頁）

63．反丸遺跡№１（79頁）60．西田島遺跡№１（72頁）42．鳥山寺中遺跡№８（50頁）

22．下原遺跡№３（28頁） 54．星ノ宮遺跡№２（65頁）
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出土遺物写真



63．反丸遺跡№13（81頁）63．反丸遺跡№12（81頁）
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63．反丸遺跡№７（79頁）

63．反丸遺跡№２（79頁） 63．反丸遺跡№11（80頁）



54．星ノ宮遺跡№１（65頁）30．高林本郷遺跡№８（36頁）

29．大門遺跡№１（34頁）

63．反丸遺跡№８（80頁）

63．反丸遺跡№４（79頁）

19．下田島遺跡№１（24頁）

63．反丸遺跡№６（79頁）

63．反丸遺跡№10（80頁）63．反丸遺跡№９（80頁）
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63．反丸遺跡№５（79頁）
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